
通算　　　　　
2009-10年度　第33回

例会
2636回

2010年3月3日（水）

林　隆雄
小家山　勝

●開会点鐘（12：30）
●国歌斉唱
●ロータリーソング
「四つのテスト」

●食事（粗食会）
●お祝報告
●会長報告
●幹事報告
●本日のプログラム

●寄付報告
●出席報告
●閉会点鐘

鈴木　幸栄

■2650地区ガバナー：山本　信男■RI会長：ジョン・ケニー

◆会長報告（今井正蔵君）

◆幹事報告（竹森英彦君）

◆今後の予定

◆寄付累計

会員数　　　19名
出席数　　　17名

出席率　   89.5%

◆出席報告（木暮敏男君）

◆寄付コメント報告(順不同）

■本田裕二君・吉備津民夫君・小家山勝君・村岡幸雄君（欠席のお詫び）　
■鈴木幸栄君（会員誕生）ようやく？？歳になり中堅青年の域に仲間入り。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

責任編集　弟子屈RC会報委員会　　●会報委員長　今井善昭　　　●委員　木暮敏男　小林寿男

本日寄付小計　
ニコニコ　　¥6,500　
財団　　　　¥ 
米山　　　　¥　　　

　

林隆雄　社会奉仕委員長にローターアクトについてお話しいただきました。多くの地区に於いて
経済状況によりローターアクトが解散になっていると聞き及ぶ中、いいお話を伺いました。
ここではそれを少し発展させ解説致します。目標 [編集]ローターアクトの目的は、青年男女が個々
の能力の開発に当たって役立つ知識や技能を高め、それぞれの地域社会における物質的、あるいは
社会的なニーズと取り組み、親睦と奉仕活動を通じて全世界の人々のあいだによりよい信頼関係を
推進するための機会を提供することにある。ローターアクトの目標は専門技術及び指導能力を開発
すること他人の権利を尊重する観念を養い、あらゆる有用な職業の道徳的水準及び品位を保持し
推進すること。若い人々に地域社会をはじめ世界社会のニーズ及び懸念事項を提起する機会を提供
すること。提唱ロータリークラブと協力して活動に当たる機会を提供すること。ロータリーにおけ
る将来の会員として若い人々の意欲を喚起することである。また、標語は「奉仕を通じての親睦」
(Fellowship Through Service)。　設立および規模は1968年に発足し、159の国と地域で7833クラブ
18万人の会員(2005年5月現在)を擁する。1960年代、「世界中の青少年が共に活動できるような組織
をつくろう」という機運が高まり、1962年、国際ロータリーによりまず宣言されたインターアクター
は14～18歳の高校生の年代が対象で卒業と同時に会員資格が失効するため、これを継続するものと
して、1968年1月に、当時のルーサーＨ.ホッジス国際ロータリー会長により、「ローターアクト構想」
が打ち出され、1968年、ＲＩ理事会は、初めてローターアクトクラブの発足を認証。世界最初は、
アメリカノースカロライナ州のノースシャーロットロータリークラブの提唱により、1968年3月13日
に結成された、ノースシャーロットローターアクトクラブとなる。日本最初は、同じ年に創立した
埼玉県の国際商科大学ローターアクト（現川越ローターアクトクラブ）である。
　林隆雄会員は「一夜漬け」と言いながらも例会に向けて準備をなさっていたことに敬意を払い
たいと思います。手続き要覧P98　ロータリーの友3月号P10とか・・・・。
ロータリーは嬉しい組織であると再認識致しました。

1,親睦委員会　お祝いの報告
　会員誕生；鈴木幸栄君

1,識字率向上月間について
2.屋根の氷　落下事故に注意

1,IM参加は12名。
2,別海・根室RCから会報
3.3/17　本田裕二会員の送別会
4.地区協議会　4/18(日）です。
　参加お願いします。

3/10（水）ゲスト卓話
これからは地産地消
摩周湖農業協同組合
生活店舗課長　豊島洋樹

3/13（土）7.8分区合同IM
＊3/17繰り上げ

3/17（水）18：00
本田裕二会員送別会

3/24（水）会員卓話
菅井心樹会員

3/31（水）近況報告例会

ニコニコBOX   　 ¥276,500

財団BOX     　　  ¥10,000

米山奨学会BOX  　 ¥10,000

◆ローターアクトについて　　
林隆雄　社会奉仕委員長


